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C －7 幼'l服の「あき．に関する一考察
昭和女子大学大家政　鈴嵐ペミ3-
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一 留め具の留め外しについて―
Ｏ中曽根悪､良子　村山烹 子　森山対 子

目的　昭和他 年の本学会総会l-おヽいI,  幼児服ぷ おIする郵分間きn-:>いて差脱行動を観

奪し、妥当と思､われる' あｈ の位f ・ﾒ、き々などについて検討を試^ だ八 今13 ･a、引

奇絶芝、幼児服 の^ あ3  ，にお't る留め泉の留め外し実験 を行って幼児の動作の観察なら

びに留め外し の所要時間 竃刺定し,   リ

報告す5.

方宏　３・4  ･ 5 才 の影貧各/θ危計6o 名を対 象とし、基礎( 机の上i-1 ≪ヽれた実験差の

留が卜し) と着用実験を行った．留め具は、幼 児服に 外 用いられていi 式 タ ／・ スブ'ツ

アのZ 後ヒし、各 着友･こ? コつけtz．「あき．は全開とし、衿･ 柚はフ･すず、朋菰 まX"の

上､衣ヒした. 上記 の実験 左行って幼児の留め其の留め外しに要す る時間の刹定・指 先の幼

作・表楕などt 観察しti．
結果ﾉ のﾎ: タン･ スナッ7* の留め外し･てぼ、主.としてそ 指と鴬e 指ｒ 行う．

②,iでタンtit: タン孔･ スナップの凹 凸tali認しながら留め外しi 行うのz'`、求タンの知 ごヽ

スナップより留め 外しに要する時間が少れ ．ヽ

(i)原型の衿ぐり線左並太とした幼児服Iz お･ﾅ る上､郡 力`らの%  I ボタンの留の外しには時間

t 要す5.　これは幼惑におけSi:. 肢のず勣状賄七. 鎖骨のすぐr  に位I し７い る収タンの

留 めﾀﾄしnit 、視鶯が主ではなく経験的感党内 乍用するためとーわれる．

④ﾃﾞず4丿 性 左享A.しなし^^ 記 実験結果からは、②にあ`け る%  / ボタンの孤 置に 収`タンが

ない開囃 型シ．ツがのぞt しいと考え.られる．

C－8　舞服作業にお･ける疲労の研究( 第二報 ）
中村学園短大　Q 石橋葉子　 森田久美子

目的　 被服の縫製作業における疲労は昔からさまざｉ の形容詞で表現されているが、こ

れに関する報告は少々く資料に乏しいと考えられる・ 私共は被服縫製 作業時の生理機能を

測定してその変m を検討し、 さらにg 覚症状も調査したので報告する・

方 法　 作業時期：1976  年6 月～7    月 、被検 者：　19～20 オの健康な女子 短大 生30 名、検 査

項目： フリッ カ ー値、 大脳 活動レベ ルの 変化、 産業 衛生 協会の自覚症 状調査 表にX. る 自覚

症状、 作業 内容：縫 製、 製作 方法、 材質 などは 同一 とし た。 作業 時 間： 午 前9   時開始、 午

後5 時終了、（ 昼休み １時間） 、測定時 間： 午 前と午後 の作業 前・ 後で 計４回、 た!ゞ しフ

II ッカー値c  みは午前・午 後１回づつふや し 計６回 とし た。

結果　 フ11   ッカ ー値は 作業 前が もつ と 奄高く 、時 間の経 過とと もに低 Ｆする 。昼休み 後

やゝ 回復する がその 後更に 低下し、 作業 終了時 にば始 業暦に比ぺて 約10 沸以上 の 低下を示

し た。普 通講 議の 日の 約*  % と 比べる とか取 夕大§ ≪差が 表 わn  た。大 脳活動レ・ベA'  の 変

化は、 作莱Hi 値よ! 作業後値 の方が 低い ものが約8  0 ≪で あっ たo 自覚 症状の訴えも多い。


